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2020 国語科学習デザイン学会第３回研究大会 プログラム

主催：国語科学習デザイン学会

後援：学校図書（株） 玉川国語教育研究会

１ 日 時 2020 年 1月11日（土）10 時00分（受付開始）～ 15 時30分

昼食はご持参ください。

２ 会 場 品川区立台場小学校（品川区東品川 1 丁目 8 番 30 号）

本部 5年 1組 発表会場 5年 2組 6年 1組 6年 2組
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３ 日 程 受 付 10：00～

研究発表① 10：30 ～ 11：00 会場 5年2組、6年1組、6年2組

研究発表② 11：00 ～ 11：30

研究発表③ 11：30 ～ 12：00

休憩

研究発表④ 12：45 ～ 13：15

研究発表⑤ 13：15 ～ 13：45

研究発表⑥ 13：45 ～ 14：15

交 流 会 14：30 ～ 15：30

会場 そば処いってつ（旧東海道沿い・会場から3分）

＊ 15：30で中締めとし、その後会費制の懇親会に切り替えます。

４ 参加費 2,000円

（会場費・運営費・交流会での軽食込み。予稿集は作成しません）

５ 参加申し込み等

１）参加申し込み

（当日参加でも不都合はありませんが、準備の都合上なるべく事前申し込みをお願い

します。発表者は必要ありません。）

１２月１３日までに以下の内容を kokugokadesign@gmail.com へ
件名：「大会参加申し込み」、氏名、所属

２）発表者は、資料（書式は『国語科学習デザイン』に準ずる）７０ 部を当日持参し、

会場で配布すること。

３）発表用のプロジェクター、パソコンは会場側で用意します。

自分のパソコンを持参する場合は、可能な限りインターフェースご持参のこと。

（部屋の設備の接続は VGA ・HDMIどちらも可です。）
４）駐車場はありません。
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６ 研究発表

第１会場 ５年２組 司会 ①～③ 粟飯原・橋本 ④～⑥ 上月・小川

① 図表やグラフを用いた「書くこと」の学習デザインの改善

粟飯原 美咲（玉川大学教職大学院・院生）

小学校第 5学年の国語の教科書（光村図書）において「グラフや表を引用して書こう」
という単元がある。現在の教科書では、学習者自身が自分の意見を持たずに意見文を書い

ており、問題意識をもって取り組んでいないといえる。本研究では学習者自身にとって重

要なことは何かを考えて図表やグラフを用いて意見文を書くことができるような学習デザ

インの提案及び授業実践、分析を行った。

② 小学校低学年における読みの交流と交流環境

橋本 祐樹（大田区立東調布第三小学校）

読みの交流における問いは、他者との相互作用を促進するものとして機能する。しかし、

低学年における読みの交流を対象とする場合、読みの交流に適した問いが学習者の発達段

階によって有効に働かない場合がある。低学年段階における学習者の拠り所となる要件を

先行研究における問いから分析し、交流環境からのアフォーダンスが読みの交流を成立さ

せるものとして機能するための学習デザインについて検討する。

③ 最後の一文から物語の授業をデザインする

岩崎 直哉（新潟市立大形小学校）

物語の最後の一文に、語りのストラテジーが色濃く表れることがある。最後の一文の語

り（＝語りおさめ）を検討することで、要点駆動の読みは賦活され、一貫性の読みが形成

される。本研究では、「注文の多い料理店」の最後の一文に着目し、その語りを検討する

授業における学習者の変容を分析し、最後の一文を授業で扱う意義を考察する。

④ 自己内対話における〈見え〉先行方略の活用

－自己の意味を再構築する「癒やしの力」に着目して－

上月 康弘（小千谷市立小千谷小学校）

溝上慎一（2014）は、Hermans らの対話的自己論を基に、自己内対話を理論的に説明し
た。自己内対話は、同じ主体の異なる私へのポジショニング移動によって発生する「声

（voice）」の相互作用によって成立し、やがて自己の物語、自己の意味を構築していく。
自己内対話に〈見え〉先行方略を位置付けることで、自己内の相互作用が活性化する。本

研究では、小学生を主な対象とし、〈見え〉先行方略を用いた自己内対話の有効性を探っ

た。
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⑤ 本から得た情報を伝え合い、考えを形成していく「読みと交流」の学習デザイン

真田 節子（新潟市立漆山小学校）

子どもたちから、新たな問いや考えを引き出し、考えを深めていくには、どうすればよ

いのか。アクティブ・ブック・ダイアログという手法をベースとし、目的を共有し、未読

の 1 書籍と出会わせる。1 冊を分担して読み、分担箇所を順番にリレープレゼンで伝え合
う。それを基に対話や話合いを通して、問いや考えを顕在化していく。読みを共有し考え

を形成していく新たな学びのデザインを提案する。

⑥ 世界観認識の転換で小学校の文学の学習はどのように変わるか

小川 高広（上越市立南川小学校）

田中実はポスト・ポストモダンの世界観認識による〈近代小説〉の読みの真髄を示した。

では世界観認識の転換によって小学校における文学の授業はどのような姿を見せるだろう

か。本発表では「モチモチの木」、「注文の多い料理店」、「銀河鉄道の夜」の読みの学習

について、モダン、ポストモダン、似非ポストモダン、ポスト・ポストモダンの考え方を

示したうえで、ポスト・ポストモダンを踏まえた読みの在りようについて考察する。
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第２会場 ６年１組 司会 ①～③ 井上・鎌田 ④～⑥ 武田・小川

① 「古典に親しむ」態度を育む古典単元の授業デザイン

－『枕草子』と『古今和歌集』に表れた季節感の比較を通して－

鎌田 綾香（玉川大学教職大学院・院生）

平成 29 年告示中学校学習指導要領（国語科）で、全学年に共通して古典の世界に「親
しむこと」という言葉が用いられるようになったが、古典嫌いの子どもは過半数を超える。

そこで、本研究では、長尾高明（1990）の「古典を古典として読む」という考えのもと、
「古典に親しむ」態度の育成を目指した古典単元の授業デザインを行う。『古今和歌集』

との比較を取り入れ、光村図書『国語 2』の「枕草子」の授業をし、分析・考察する。

② 学習者のテクスト参入と主題把握の関係性についての臨床的研究

井上 功太郎（中央区立日本橋中学校）

松本（2006）では、「走れメロス」を教材として、二か所の部分テクストを取り上げ、「誰
の声が聞こえるか」という語りに関わる問いによって読みの交流が成立することを明らか

にしている。本研究では、同様の二か所を取り上げ、ミニマル・ストーリーとの関連を考

えることによって、学習者のテクストへの参入のあり方を臨床的に明らかにする。

③ 発信者としての自覚を促すメディア・リテラシーの学習デザイン

利根川 剛士（上越教育大学教職大学院・院生）

ソーシャル・ネットワーク・サービス(SNS)の普及により、発信者としてのメディア・
リテラシーを身につける必要性がこれまで以上に高くなっている。本研究では、フェイク

ニュースの事例を基に、発信者としてのメディア・リテラシーを身につける学習デザイン

を考案・実践した。実践を通し、学習者の発信者としての自覚を促すとともに、他メディ

アの利用の仕方を再考することにも繋がることが明らかになった。

④ 「少年の日の思い出」における「語り」に着目した〈問い〉

武田 純弥（上越教育大学教職大学院・院生）

「少年の日の思い出」において、「語り」の二重性に着目した〈問い〉は学習者を〈要

点駆動〉の読みへ誘うと考える。本研究では、描出表現に関するミクロな問いと、語り手

としての「私」の存在意義に関するマクロな問いを組み合わせた学習デザインを考案・実

践した。実際の授業における学習者の発話と記述の質的分析から、読みの方略として「語

り」概念を獲得していく学習者の姿が明らかになった。
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⑤ 「花曇りの向こう」における象徴表現の問い

小川 愛美（上越教育大学教職大学院・院生）

文学の読みの学習では、象徴表現を含む最後の一文の意味づけを促す問いが有効である。

そこで、中学校１年生教材「花曇りの向こう」で象徴表現に関わる問いを考案した。また、

本教材の最後の一文に中にある文脈依存の「でも」に着目することで、物語全体の解釈に

反映できるのではないかと考えた。本研究では、問いと交流、そして学習者の 2回のミニ
マルストーリーを分析し、学習者の読みにどのように影響したのかを明らかにする。

⑥ 中学生と読む・詠む短歌

中嶋 葉子（元・壬生中学校）

中学生の教科書改訂の度に、ずいぶん変わったのは近・現代短歌の扱いである。いわゆ

る名歌が選び抜かれ並ぶという時代から、正岡子規と俵万智が一緒に並ぶ時代へ、更に若

手の口語短歌作者が次々に現れる時代へと、現代の大人の短歌世界を反映して歌いぶりも

内容も多種多様である。短歌を読むことは、仮名遣いや表記の問題をはじめ日本語を考え

るよい学習となる。短歌を味わい、表現することで自身のテーマも見えてくる。
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第３会場 ６年２組 司会 ②～③ 鈴木・藤野

②からのスタートになります。

② 〈問い〉作りの学習が読みを深める要件の考察

鈴木 真樹（相模原市立富士見小学校）

文学の学習において、読みを交流する前の〈問い〉作りそのものでも読みを深める。し

かし、ただ学習者が〈問い〉を作れば良いわけではなく、そこには読みを深める要件が存

在すると考えられる。そこで本研究では、「大造じいさんとガン」と「やまなし」で〈問

い〉作りの学習を行い、読みが深まった事例とそうでない事例を比較することで〈問い〉

作りが読みを深めるための要件を考察していく。

③ 伝統的な言語文化としての落語教材の可能性

―「饅頭こわい」を教材とした小学校高学年の実践から―

中山 卓（上越教育大学教職大学院・院生）

伝統的な言語文化としての落語に「親しむ」とは、学習者が落語の形式や表現、噺の面

白さなどの落語のよさを自ら見出していくことであると捉えている。オチを演じながら予

想する、演者による表現の違いを比較する活動を核にした学習をデザインして実践を行い、

得られた知見から伝統的な言語文化としての落語という教材の可能性について考察する。


